
加
茂
地
区
の
風
力
発
電

を
考
え
る
つ
ど
い
（
実
行

委
員
長
・
五
十
嵐
龍
氏
）

が
５
日
、
出
羽
商
工
会
本

所
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
市

民
ら
約

人
の
参
加
が
あ

50

り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
事

業
計
画
者
で
あ
る
ジ
ャ
パ

ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・

エ
ナ
ジ
ー
㈱
に
事
業

説
明
を
依
頼
し
て
い

ま
し
た
が
、
出
席
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
、

こ
の
間
に
説
明
会
で

出
さ
れ
た
資
料
に
基

づ
き
、
実
行
委
員
会

か
ら
概
要
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
野

鳥
の
会
・
山
形
支
部

長
の
細
谷
千
鶴
子
さ

ん
が
「
野
鳥
の
生
息

状
況
に
つ
い
て
」
、

自
然
学
習
館
ほ
と
り
あ

館
長
の
富
樫
均
さ
ん
が

「
周
辺
地
域
の
地
質
構
造

に
つ
い
て
」、

草
島
進
一
議
員
が
「
風

車
騒
音
と
健
康
影
響
に
つ

い
て
」
、
３
氏
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
風
力
、

太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
」、

「
庄
内
は
風
力
発
電
の

適
地
。
地
域
経
済
団
体
も

含
め
産
業
政
策
と
す
べ
き

だ
」、

「
睡
眠
障
害
な
ど
は
問

題
。
他
の
方
法
と
し
て
、

洋
上
風
力
発
電
の
実
態
も

聞
き
た
い
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
「
鳥
の
衝

突
事
故
（
バ
ー
ド
ス
ト
ラ

イ
ク
）の
実
態
は
ど
う
か
」

と
の
問
い
が
出
さ
れ
、

関
係
者
か
ら
、
「
死
骸

が
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
な

ど
で
、
調
査
・
発
見
に
至

ら
な
い
こ
と
が
多
い
が
、

全
国
的
に
は
５
８
０
例
が

報
告
さ
れ
て
お
り
、
オ
ジ

ロ
ワ
シ
は

羽
の
被
害
が

70

あ
る
」
と
の
発
言
が
出
さ

れ
ま
し
た

ま
た
、
「
騒
音
被
害
を

解
消
す
る
方
法
は
」
と
の

問
い
に
は
、

草
島
氏
は
、
「
低
周
波

音
の
特
性
で
、
壁
を
厚
く

し
て
も
防
げ
な
い
。

十
分
な
隔
離
距
離
と
し

て
２
～
２
・
５
㎞
以
上
の

距
離
が
必
要
」
と
述
べ
ま

し
た
。

西
目
の
土
砂
災
害
な
ど

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
参

加
者
か
ら
は
「
崩
れ
や
す

い
地
質
の
場
所
か
心
配
」、

「
建
設
予
定
地
ま
で
の

工
事
用
道
路
へ
の
影
響
が

あ
る
の
で
は
」
な
ど
、
懸

念
す
る
声
が
出
さ
れ
ま
し

た
。富

樫
氏
は
「
予
定
地
に

は
２
本
の
断
層
が
あ
る
。

地
質
の
調
査
や
、
及
ぼ

す
影
響
も
考
え
て
ゆ
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
述
べ
ま
し
た
。

つ
ど
い
に
は
、
菅
井
巌

議
員
と
関
徹
県
議
が
参
加

し
、
関
県
議
は
近
接
す
る

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿

地
の
意
義
に
つ
い
て
、
住

民
ら
の
認
知
度
を
高
め
て

ゆ
く
必
要
性
な
ど
を
述
べ

ま
し
た
。

鶴
岡
市
の
皆
川
市
長
は

１
日
、記
者
会
見
を
行
い
、

計
画
予
定
地
が
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
湿
地
に
近
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
事
業
者

側
に
事
業
の
中
止
を
求
め

る
意
見
表
明
を
行
い
ま
し

た
。

ڂ
ǐ
ǵ
ơ
৙
˸
Ơ
Ƒ
Ƴ
ဢ
ޑ
ഉ
م
˥
ƙ

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
県
も
ア
セ
ス

条
例
を
改
定
し
、
市
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
整
備
し
て
い
る
が
、
法
的
拘
束
力
が

無
い
。

②
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
は
、

保
全
だ
け
で
な
く
、
利
用
ー
ワ
イ
ズ
ユ

ー
ス
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
魅
力
を
市

民
に
知
ら
せ
、
活
用
の
方
策
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
。

▽
私
は
、
再
エ
ネ
に
つ
い
て
８
年
間

継
続
的
に
追
求
し
、
加
茂
風
力
の
問
題

も
昨
年
３
月
に
厚
生
環
境
常
任
委
員
会

で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
住

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽

５

日

（
日
）
、

加
茂
地
区

の
風
力
発

電
を
考
え

る
つ
ど
い
に
参
加
し
、発
言
し
ま
し
た
。

①
再
エ
ネ
の
拡
大
は
必
要
だ
が
、
地

域
振
興
に
役
立
つ
も
の
、
住
民
主
体
で

お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
同
時
に
、
環
境
保
全
や
安
全
確

保
の
た
め
に
適
切
な
規
制
も
必
要
。
と

こ
ろ
が
、
法
・
制
度
が
ど
ち
ら
も
保
障

す
る
も
の
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
山
形
県

で
も
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
、
県
外
資
本

が
自
ら
の
儲
け
の
た
め
に
勝
手
に
進
め
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「
ほ
っ
と
ま
ん
ぷ
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
鶴
岡
」
が
主

催
す
る
第
２
回
学
生
食
料

支
援
活
動
が
５
日
、
市
勤

労
者
会
館
で
開
か
れ
、
50

人
分
準
備
し
た
物
資
に
対

し
、

人
の
学
生
が
来
場

80

し
ま
し
た
。

学
生
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
「
物
価
高
の
上
、

バ
イ
ト
代
上
が
ら
な
い
。

実
家
の
仕
送
り
も
減
っ

た
」、「

将
来
が
不
安
で
、
奨

学
金
を
借
り
る
の
を
途
中

で
や
め
た
」
な
ど
、
深
刻

な
状
況
が
出
さ
れ
ま
し

た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

は
、
「
深
刻
な
状
況
が
聞

け
た
。
食
料
品
を
は
じ
め

今
後
さ
ら
に
値
上
げ
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者

は
さ
ら
に
増
え
る
の
で

は
」、「

大
学
に
は
生
理
用
品

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と

聞
い
た
。
今
後
の
課
題
だ
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

加茂地区風力発電の完成予想図



日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議

団
の
視
察
研
修
が
、
１
月

日
か
ら

日
ま
で
、
徳

25

27

島
県
と
香
川
県
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

徳
島
県
鳴
門
市
―
中

小
企
業
振
興
「
エ
コ
ノ
ミ

ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
」

日
出
発
時
は
大
荒
れ

25
の
天
気
で
、
庄
内
空
港
は

欠
航
。
他
会
派
の
５
人
と

共
に

人
乗
タ
ク
シ
ー
で

10

新
潟
駅
ま
で
行
き
、
新
幹

線
で
東
京
駅
へ
。
羽
田
か

ら
徳
島
空
港
に
着
い
た
時

は
夜
に
な
り
、
視
察
先
の

徳
島
市
立
図
書
館
を
訪
問

し
ま
し
た
。

日
は
、
徳
島
県
鳴
門

26
市
で
、
中
小
企
業
振
興
施

策
（
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
鳴
門
）
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し

た
。エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
と
は
、

地
域
経
済
を
「
庭
」
、

中
小
企
業
を
「
植
物
」

に
見
立
て
、
地
域
と

い
う
土
壌
を
生
か
し

て
、
地
元
の
中
小
企

業
を
大
切
に
育
て
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
目
的
の

施
策
で
、
地
元
企
業
を
成

長
さ
せ
る
環
境
を
強
力
に

構
築
し
て
い
ま
す
。

特
徴
の
１
つ
は
「
連
携
」

で
す
。

商
工
会
議
所
や
商
工
会

等
の
「
産
」
、
大
学
等
の

「
学
」
、
県
や
市
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
「
公
」
、
青

年
会
議
所
や
商
店
街
振
興

組
合
な
ど
「
民
」
、
銀
行

な
ど
の
「
金
」
の
「
産
学

公
民
金
」
が
条
例
審
議
会

を
構
成
し
、
「
中
小
企
業

振
興
基
本
条
例
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
を
実
現
し
て

い
ま
す
。

特
徴
の
２
つ
に
、
市
役

所
の
担
当
職
員
が
自
ら
、

年
間
１
０
０
社
を
目
標
に

企
業
へ
の
訪
問
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

鳴
門
市
の
地
元
企
業
を

訪
問
し
、
問
題
や
課
題
を

直
接
企
業
者
か
ら
聴
く
こ

と
に
よ
り
、
支
援
施
策
に

生
か
し
て
い
ま
す
。

鳴
門
市
で
は
、
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

を
契
機
に
、
意
欲
的
に
事

業
に
取
り
組
む
中
小
企
業

を
支
援
す
る
た
め
、
「
鳴

門
市
が
ん
ば
る
中
小
企
業

応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
」

と
し
て
補
助
制
度
を
創
設

し
、
平
成

年
度
～
令
和

28

４
年
度
ま
で
の

７
年
間
で

件
77

の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

地
元
企
業
と

の
顔
が
見
え
る

関
係
性
や
、
産

学
公
民
金
の
関

係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
、
都
市
部
企

業
と
地
元
企
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
イ
ス
を

誘
致
す
る
新
し
い
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
元
企
業
を
応
援
す
る

環
境
づ
く
り
は
、
ど
の
地

域
に
も
負
け
な
い
自
負
に

学
び
ま
し
た
。

香
川
県
高
松
市
―
丸

亀
町
商
店
街
一
帯
の

新
た
な
街
づ
く
り

日
は
、
日
本
共
産
党

27
国
政
対
策
委
員
長
・
中
央

委
員
の
白
川
よ
う
子
氏
の

案
内
で
、
香
川
県
高
松
市

の
丸
亀
町
商
店
街
を
視
察

し
ま
し
た
。

日
本
一
と
言
わ
れ
て
い

る
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
有
す

る
丸
亀
町
商
店
街
で
す
。

地
元
ス
ー
パ
ー
に
よ
る

郊
外
へ
の
大
型
店
出
店
で

通
行
量
は
減
少
し
、
ア
ー

ケ
ー
ド
建
て
替
え
や
、
路

面
の
カ
ラ
ー
舗
装
等
の
課

題
も
多
く
、
こ
の
ま
ま
放

置
す
れ
ば
衰
退
す
る
と
い

う
危
機
感
か
ら
、
都
市
再

開
発
法
に
基
づ
く
市
街
地

再
開
発
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

全
長
４
７
０
㍍
の
商
店

街
を
、
Ａ
～
Ｇ
の
７
つ
の

「
街
区
」
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ

し
、
段
階
的
に
再
開
発
し

て
い
ま
す
。

高
松
丸
亀
町
商
店
街
一

帯
を
、
住
環
境
と
、
生
活

環
境
、
環
境
配
慮
型
の
街

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
、「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
、「
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
シ
テ

ィ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

新
た
な
街
づ
く
り
に
特
化

し
て
い
ま
す
。

再
開
発
直
後
は
、
地
元

商
店
街
の
人
々
も
戻
っ
て

営
業
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
東
京
な
ど
の

大
手
の
飲
食
店
や
大
手
企

業
が
商
店
街
を
形
成
し
て

い
ま
す
。

視
察
時
は
小
雨
の
中
で

も
あ
り
、
ア
ー
ケ
ー
ド
街

は
人
の
通
り
は
多
く
見
え

ま
し
た
。

し
か
し
、店
舗
内
に
は
、

生
活
に
伴
う
ス
ー
パ
ー
に

は
人
の
姿
も
あ
り
ま
し
た

が
、
個
人
商
店
に
は
人
の

姿
は
ま
ば
ら
で
し
た
。

商
店
街
に
隣
接
し
、
次

々
に
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の

建
設
が
進
み
、
郊
外
地
か

ら
中
心
地
へ
、
住
人
の
移

動
を
誘
導
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
的
に
ど

こ
ま
で
誘
致
が
実
現
す
る

の
か
は
、
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

住
み
慣
れ
た
居
住
地
を

離
れ
、
新
た
な
居
住
地
を

選
択
す
る
こ
と
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
と
も
思
え
ま
せ

ん
。既

に
建
設
さ
れ
た
大
型

マ
ン
シ
ョ
ン
も
、
１
０
０

％
の
居
住
と
は
至
っ
て
は

い
ま
せ
ん
。

本
市
議
会
で
も
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進
を
提

言
し
て
い
る
会
派
が
あ
り

ま
す
が
、
再
開
発
に
投
資

し
た
費
用
対
効
果
の
検
証

と
、
人
口
減
少
対
策
の
歯

止
め
と
な
っ

て

い

く

の

か
、
今
後
も

注
視
し
て
い

き
ま
す
。（
坂

本
昌
栄
議
員

・
記
）

白川よう子氏の案内で丸亀
町商店街を視察

学
校
給
食
無
償
化
の
オ

ン
ラ
イ
ン
署
名
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

リ
ン
ク
先
は
左
記
の
ア

ド
レ
ス
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

す
。
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鳴門市議会議場にて


